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リハビリテーション FIM 評価管理システム  使用マニュアル 

 

 

【はじめに】 

平成 18 年 4 月より、リハビリテーションの施行に上限日数が設定されるようになりました。

できないことをできるようにするリハビリテーションから、できることを伸ばして日常生活を送

れるようにするリハビリテーションへの転換です。 

リハビリテーション算定のための評価基準として、機能的自立度評価法 FIM（Functional 

Independence Measure）という評価方法が用いられます。FIM とは、実際に｢している｣状況を記

録して、介助者を要するのか？要するとすると、どれくらいの介助を要するのか？という介助量

を測定する評価方法です。 

FIM の評価項目には、運動項目が 13 項目、認知項目が 5項目、合計 18 項目があります。運動

項目には、セルフケア、排泄コントロール、移乗についての項目があり、認知項目には、コミュ

ニケーションや社会的認知についての項目があります。各項目について、1～7 点の点数で評価

します。18 項目合計 126 点を満点として、今現在、何点の状況なのかということがわかるシス

テムです。 

今回の改定では、｢リハビリテーションを要する状態であって、一定程度以上の基本動作能力、

応用動作能力、言語聴覚能力の低下及び日常生活能力の低下している患者｣がリハビリテーショ

ンの対象患者となります。この判定基準として、FIM が 115 以下であるということが明文化され

ました。さらに、1 週間以内に FIM 得点が 10 以上低下するような状態にあるときには、急性増

悪と見なされ、新たな発症日とすることができるようになります。このように、今後は FIM の評

価なしにリハビリテーションは考えられなくなります。 

このソフトウェアは、リハビリテーション管理に必要な FIM を管理するためのものです。わか

りやすい簡単な操作で、患者の FIM 推移がしっかりと管理できるように作成してあります。 

機能的自立度をしっかりと評価し、適切なリハビリテーションを提供していただければと思い

ます。 

 

 

【メインメニュー】 

ソフトを起動すると、下記のメインメニューが現れます。 
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【まず最初に】 

このソフトウェアを使用するにあたり、基本操作を 3つ覚えてください。 

 

① 印刷方法 

各種レポート（書類）を印刷する場合は、画面左上のファイルから印刷を選択して印刷します。 

 

 

② 画面（フォーム）を閉じる 

ソフトウェアを操作するにあたり、様々な画面（フォーム）が現れます。この画面を閉じるには、

画面下方にある、下図のボタンを押してください。 
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③ 日付の入力 

記録を作成するにあたり、様々な場所で日付を入力することになります。 

日付は以下の書式のいずれかで入力を行ってください。 

例）平成 16 年 5 月 30 日 

5/30 、 2004/5/30 、 h16/5/30 （平成：h、昭和：s、大正：t、明治：m） 

どの方法で入力しても、表示は「平成 16 年 5 月 30 日」または「2004 年 5月 30 日」となります。 

これは、Windows の日付設定により、どちらかで表示されるようになります。 

 

 

※ ソフトウェアを使用するには、様々なマスター登録を行う必要があります。 

まずは、各種マスター登録を行いましょう。 

 

 

⑥【患者登録】 

患者情報を登録します。このソフトウェアは「カルテ番号」で管理を行いますので、必ず最初に

登録を行ってください。 

ボタンを押すと、次の画面が現れます。 

 

 

 

【患者登録方法】 

「新規作成」ボタンを押すと、新規患者入力画面（白紙）が現れます。 

カルテ番号から始めて、必要事項を順次、入力してください。 
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フリガナは自動入力されませんので、入力を行ってください。 

（自動入力はエラーが生じやすいため、このソフトでは機能から外しています） 

 

【情報削除】 

誤って入力した際は、「削除」ボタンを押してください。 

 

 

 

という画面が現れますので、「はい」を選択してください。 

これで、削除したい利用者情報が削除されます。「はい」を押した後には、削除した利用者情報

は復活しませんので、ご注意ください。 

 

【患者検索方法】 

「カルテ番号検索」ボタンを押します。 

 

 

という注意文が現れますので、「はい」を押してください。 

 

 

 

検索画面が出ますので、カルテ番号の一部または全部を入力して「次を検索」ボタンを押してく

ださい。 

目的とする患者データが表示されるまで「次を検索」ボタンを押してください。 

目的とする患者データが表示された場合は、「キャンセル」ボタンを押して、検索を終了します。 

検索しても患者データが見つからない場合は、データが入力されていませんので、新規入力を行

ってください。 
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⑦【スタッフ登録】 

FIM 評価を行うスタッフを登録するための画面です。 

 

職種を選択して、「スタッフ登録」ボタンを押すと、次の画面が現れます。 

 

 
 

空欄にスタッフ名を登録します。空欄がない場合は、「新規作成」ボタンを押してください。 

表示順とは、指名選択時に、スタッフ名がプルダウンで一覧表示されますが、その際の表示順を

決めるためのものです。数字が小さい順（昇順）で表示されます。自由な数字を入れてください。 

データを削除する場合は、右横の「削除」ボタンを押してください。削除確認表示が出ますので、

「はい」を選択すると削除されます。 

 

 

⑧【リハビリテーション対象基準】 

FIM 評価を行った後、リハビリテーション対象となる数値を決めるためのものです。 

平成 18 年 4月からのリハビリテーションの基準では、FIM 115 以下がリハビリテーションの対

象となっておりますので、初期値は 115 としております。 
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今後、制度が変わり、FIM の基準が変更になりましたら、この数値を変更してください。 

 

 

※ 以上でマスター登録は終了です。 

それでは、実際に FIM 評価を行っていきましょう。 

※ ②～⑤の操作を行うためには、必ず、①のカルテ番号を入力することが必要です。 

 

 

②【FIM 評価表】 

カルテ番号を入力してから「FIM 評価表」ボタンを押すと、次の画面が現れます。 
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｢新規入力｣ボタンを押します。 

カルテ No は自動的に入力されていますので、まずは FIM 評価日を入力してください。 

住所、氏名、フリガナ、性別、生年月日、年齢など、①の患者登録で登録した情報が自動的に表

示されます。 

評価者を入力します。職種を選択すると、その職種のスタッフ一覧がプルダウンで表示されます。 

順次、評価項目に従って、点数を入力してください。 

運動項目 13 項目、認知項目 5項目の、全部で 18 項目に点数を入力します。 

コメントがありましたら、17 文字以内で入力してください。 

評価項目に点数を入力すると、自動的に、運動項目合計、認知項目合計、総合計の点数が表示さ

れます。 

総合計の点数が、⑧で設定した点数以下の場合には「リハビリテーション対象」、点数以上の場

合は「自立」と表示されます。 

 

 

【情報削除】 

誤って入力した際は、「削除」ボタンを押してください。 
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という画面が現れますので、「はい」を選択してください。 

 

 

【FIM 採点基準】 

画面右上の「FIM 採点基準」ボタンを押すと、以下の画面が表示されます。 

 

 

 

FIM 評価は「している」状況を評価するものです。 

おおまかな採点基準を表示していますので、参考にしてください。 

 

 

【FIM 評価表の印刷】 

FIM 評価表を印刷する際には、印刷したい記録のページで、画面上の｢印刷｣ボタンを押します。 
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必要に応じて、印刷方法に従って印刷を行ってください。 

 

 

③【FIM 評価表（印刷）】 

カルテ番号別に、FIM 評価を印刷するために用います。 

先ほどの印刷は、カルテ番号別および評価日別ですが、このボタンでは、カルテ番号別にまとめ

て評価表が表示れます。 

必要に応じて、印刷方法に従って印刷を行ってください。 

ページを選択して印刷することも可能です。 

 
 

④【FIM 評価一覧（印刷）】 

カルテ番号別に、FIM 評価の一覧を印刷するために用います。 

「FIM 評価一覧（印刷）」ボタンを押すと、以下のレポートが表示されます。 
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日付は、新しい日付から順番に（降順）表示されます。 

必要に応じて、印刷方法に従って印刷を行ってください。 

 

 

⑤【FIM 評価グラフ（印刷）】 

カルテ番号別に、FIM 評価合計のグラフを印刷するために用います。 

 

グラフを作成したい期間を入力します。 

初期値は、本日から遡って 6ヶ月の期間が表示されています。 

任意の期間を入力して「FIM 評価グラフ（印刷）」ボタンを押すと、以下のレポートが表示され

ます。 
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選択した期間における、運動項目点数、認知項目点数、評価合計点数の 3つのグラフが表示され

ます。 

必要に応じて、印刷方法に従って印刷を行ってください。 

 

 

⑬【終了】 

ボタンを押すと、ソフトを終了します。 

 


